
New CR-V

従来モデル

走行安定性や燃費性能の向上に寄与する空力処理を徹底しました。まず、全高を
30mm下げることで前面投影面積を減少。そのうえで、空力に有利なルーフの長い
ボディ形状とするとともにテールゲートスポイラーを装備し、フロントバンパーやリア
コンビネーションランプの形状も工夫しました。さらに、ボディ下面への空力パーツの
適用を拡大。これらにより揚力を抑えながら空気抵抗（CDA値）を約8%低減し、高速
走行時の安定性と燃費性能を向上しています。　比較数値は従来モデル比　Honda測定値

全高を下げるとともに各所に施した、徹底的な空力処理。
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 抵抗を減らす。徹底的に減らす。細部まで突き詰めた低燃費技術。

EFFICIENT 乗用車の燃費性能・乗り心地 ②

フリクション低減や軽量化を追求したシャシーまわり。

フロントブレーキキャリパーにスプリングを設置し、ブレーキ非作動時
の回転抵抗を低減。前後ハブベアリングはシール部の構造を見直し、
低フリクション化しています。

【ブレーキ、ハブベアリングの低フリクション化】
EPS（電動パワーステアリング）の採用により、エンジンで駆動する油圧
ポンプを廃止したほか、燃料ポンプの消費電力を抑えることでオルタ
ネーターの発電量を抑制。エンジン負荷を低減することで燃料消費を
抑えました。

【EPSの採用、燃料ポンプの省電力化によるエンジン負荷軽減】

各部の構造や製法の細部にわたる見直しや、小型・軽量な新4WD機構
の採用などにより、18kg（24G）の軽量化を実現しました。　
比較数値は従来モデル4WD車比　Honda測定値

【軽量化】

ラジエーターの周
囲に導風ダクトを
設置。冷却効率を
高めることで、フロ
ントグリル開口部を
最小化

ルーフを後方へ長くし、
空気の剥離を低減

風をスムーズにサイド
へ流す形状のフロント
バンパー

ワイパーに風が当たら
ないボンネット後端部
形状

フロントピラーとガラ
スをフラッシュサーフェ
ス化

ボディサイド面を延長
するリア後端形状

ルーフ、リアコンビネーションラン
プと一体形状のテールゲートス
ポイラー

■空力処理説明図

■シャシー 燃費対策説明図

■ボディ下面空力パーツ説明図

■空力性能比較イメージ
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ベアリングシール

（4WD車）

（4WD/左ハンドル仕様車）

全高
-30mm

EPS採用

燃料ポンプ省電力化

V型
スプリング

ハブベアリングのシール部を低フリクション化

フロントブレーキパッドに
パッドリターンスプリングを設置

18kg軽量化

CDA値約8%低減

（24G　従来モデル4WD車比　
Honda測定値）

低トルクシール形状+表面処理




